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聖書のことば

與
よ

那
な

城
しろ

 初
はつ

穂
ほ

　一緒に食事の席に着いたとき、イエスはパンを
取り、賛美の祈りを唱え、パンを裂いてお渡しに
なった。すると、二人の目が開け、イエスだと分
かったが、その姿は見えなくなった。
� （ルカによる福音書24章30～31節）

　イエスが十字架刑で亡くなってから３日目、弟
子の２人が失意の中、エルサレムからエマオに向
かっていました。ローマ帝国の支配から解放して
くれるリーダーだと望みをかけていたイエスが期
待外れであり、その上ローマ帝国の処刑方法で死
んでしまったからです。イエスの遺体が墓から消
えたという話を耳にしても、２人はエルサレムを
離れる予定を変えずに出立しました。そこへ一人
の旅人が声をかけてきました。暗い顔をして嘆く
２人に、その人はモーセをはじめ預言者を通して
明らかにされてきたことを語り出しました。それ
らはすべて救い主であるイエスを、苦しみを受
け、すべての人を罪と死から解放してくれる救い
主を指し示していました。２人の心は熱くなりま
した。神はわたしたちに目を留め、共にいて、救
い出してくださる。そのことをかつてイエスから

教えてもらった時、どれほど慰められ、励まさ
れ、喜びにあふれたでしょうか。夕方、２人は旅
人と食事の席につきます。旅人が祈りを唱えて分
けてくれたパンを受け取った瞬間、２人はその人
がイエスであることに気づきました。その姿は消
えてしまいますが、心を熱くした２人はエルサレ
ムに戻っていくのです。
　学校生活で生徒と過ごす時、わたし自身、頑な
になっていることに気づくことがよくあります。
お互い伝えたいことが伝わらず、怒ってみたり、
嘆いてみたり、あきらめたり。どうにもならない
ことに天を仰いでしまうこともあります。しか
し、互いに愛し合うこと、一緒にいること、弱さ
や失敗を大切にすることのすばらしさを目の当た
りにする時、復活の主がいつも共にいて、語り続
けてくださっていることに気づかされます。弱者
を追いつめる新型感染症パンデミック、命と生活
を奪う武力侵攻が起こる厳しい世界を生徒も教職
員も保護者の方々も生きていますが、復活の主と
歩幅をあわせ、語りかけに耳を傾け、目が開か
れ、心熱くする新年度を歩んでいきたいと願いま
す。� 〈敬和学園高等学校宗教主任〉
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本
来
今
号
は
新
年
度
の
お
祝

い
を
語
る
べ
き
で
あ
る
が
、
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

軍
事
侵
攻
の
前
に
私
た
ち
は
言

葉
を
失
う
。
無
数
の
無
垢
の
市

民
た
ち
が
砲
弾
、
銃
火
に
晒
さ

れ
た
。
そ
の
中
に
は
キ
リ
ス
ト

教
学
校
で
学
ぶ
児
童
、
生
徒
、

学
生
た
ち
も
い
る
こ
と
を
覚
え

た
い
。
多
く
の
キ
リ
ス
ト
教
学

校
教
育
同
盟
の
加
盟
大
学
学
長

た
ち
も
一
斉
に
声
明
等
を
発
信

し
た
。
筆
者
も
立
教
大
学
総
長

と
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
表
し

た
が
、
そ
の
中
で
伝
え
た
か
っ

た
の
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
だ
。

私
が
大
切
に
し
て
い
る
絵
本

の
一
つ
に
、『
て
ぶ
く
ろ
』
と

題
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
日
本

で
は
１
９
６
５
年
に
福
音
館
書

店
か
ら
出
版
さ
れ
た
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
民
話
を
も
と
に
し
た
話

西 原 廉 太

で
あ
る
。
半
世
紀
以
上
に
も
わ

た
っ
て
日
本
で
も
愛
さ
れ
、
読

み
継
が
れ
て
い
る
絵
本
な
の

で
、
み
な
さ
ん
も
幼
い
頃
に
読

み
聴
か
せ
て
も
ら
っ
た
記
憶
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
絵

本
を
作
っ
た
エ
ウ
ゲ
ー
ニ
ー
・

Ｍ
・
ラ
チ
ョ
フ
は
キ
ー
ウ
（
キ

エ
フ
）
美
術
大
学
の
デ
ザ
イ
ン

学
部
で
学
ん
だ
。

物
語
は
こ
う
で
あ
る
。
お
じ

い
さ
ん
と
子
犬
が
森
を
歩
い
て

い
た
。
お
じ
い
さ
ん
は
片
方
の

手
袋
を
落
と
し
て
し
ま
う
。
す

る
と
、
ね
ず
み
が
そ
の
手
袋
に

も
ぐ
り
込
み
、
そ
こ
で
暮
ら
す

こ
と
に
す
る
。
そ
こ
に
、
か
え

る
が
や
っ
て
き
て
、「
わ
た
し

も
入
れ
て
」
と
願
う
。
ね
ず
み

は
「
ど
う
ぞ
」
と
か
え
る
を
招

き
い
れ
、
そ
の
後
、
う
さ
ぎ
や

き
つ
ね
、
い
の
し
し
、
お
お
か

み
、
最
後
に
は
く
ま
ま
で
入
り

込
み
、
小
さ
な
手
袋
が
は
じ
け

そ
う
に
な
り
な
が
ら
も
、
み
な

が
少
し
ず
つ
場
所
を
空
け
て
、

譲
り
合
い
、
温
か
さ
の
中
で
過

ご
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、
歴
史
的
に

さ
ま
ざ
ま
な
民
族
や
国
家
の
狭

間
の
中
で
翻
弄
さ
れ
て
き
た
。

『
て
ぶ
く
ろ
』
と
い
う
絵
本

は
、
誰
し
も
が
排
除
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
居
場
所
が
与
え
ら
れ

な
が
ら
、
共
に
生
き
る
と
い
う

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
が
理
想
と

す
る
社
会
が
描
か
れ
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

今
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
地
で

は
、
そ
の
理
想
と
は
真
逆
の
事

態
が
進
行
し
て
い
る
。
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
子
ど
も
た
ち
の
、
恐
怖

の
中
で
の
涙
や
叫
び
が
響
く
。

大
切
な
〈
い
の
ち
〉
が
奪
わ
れ

て
い
る
。

「
尊
厳
」を
英
語
で
はdig-

nity

と
言
う
が
、そ
の
語
源
は

ラ
テ
ン
語
のdignitas

で
あ

り
、
本
来
の
意
味
は
「
そ
の
存

在
に
価
値
が
あ
る
こ
と
」
で
あ

る
。
す
べ
て
の
〈
い
の
ち
あ
る

も
の
〉
の
存
在
に
は
価
値
が
あ

り
、
そ
れ
は
決
し
て
損
な
わ
れ

て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
こ
そ

が
、
私
た
ち
キ
リ
ス
ト
教
学
校

が
規
範
と
し
て
き
た
中
心
的
教

理
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

戦
争
や
武
力
の
行
使
と
い
う

の
は
、
人
間
の
究
極
の
尊
厳
を

蹂
躙
す
る
最
大
の
暴
力
で
あ

る
。
た
だ
ち
に
あ
ら
ゆ
る
戦
闘

行
為
が
中
止
さ
れ
、
一
日
も
早

く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
の
安
全

と
、
平
和
な
社
会
が
回
復
さ
れ

る
こ
と
祈
り
、
願
い
求
め
る
も

の
で
あ
る
。

〈
立
教
大
学
総
長
、
教
育
同
盟

理
事
長
〉

ウクライナの地に平和をウクライナの地に平和を

南
校
舎
地
下
礼
拝
堂
　

　
一
般
社
団
法
人
キ
リ
ス
ト

教
学
校
教
育
同
盟
第
１
１
０

回
（
２
０
２
２
年
度
）
定
時

総
会
が
６
月
３
日
（
金
）・

４
日
（
土
）、
横
浜
市
中
区

山
手
町
の
学
校
法
人
横
浜
共

立
学
園
を
会
場
に
開
催
さ
れ

る
（
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
）。

　
会
議
は
南
校
舎
（
新
校

舎
）
地
下
礼
拝
堂
で
行
う
。

主
な
議
題
は
、
２
０
２
１
年

度
事
業
報
告
並
び
に
計
算
書

類
の
承
認
及
び
監
査
報
告
、

２
０
２
２
年
度
事
業
計
画
及

び
予
算
報
告
、
理
事
・
監
事

の
選
任
、
公
益
目
的
支
出
計

画
（
助
成
）
に
関
す
る
報

告
、
教
員
免
許
状
更
新
講
習

に
関
す
る
報
告
、
地
区
提
出

議
案
な
ど
で
あ
る
。

　
第
１
日
（
６
月
３
日
）
の

午
後
は
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
講
演
Ⅰ
「
過
去
を
見
極

め
、
今
を
考
え
、
将
来
を
見

据
え
る
」（
平
塚
敬
一
氏
＝

元
立
教
女
学
院
理
事
長
、
中

学
校
・
高
等
学
校
校
長
、
元

教
育
同
盟
教
研
担
当
理
事
）、

講
演
Ⅱ
「
激
動
の
時
代
に
お

け
る
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
存

在
意
義
～
戦
前
・
戦
中
・
戦

後
を
５
代
目
キ
リ
ス
ト
者
と

し
て
生
き
て
～
」（
湊
惠
子

氏
＝
広
島
女
学
院
顧
問
・
元

東
京
女
子
大
学
学
長
）
が
そ

れ
ぞ
れ
行
わ
れ
る
。

　
教
育
同
盟
事
務
局
よ
り
す

で
に
４
月
１
日
付
け
で
加
盟

各
法
人
理
事
長
宛
に
開
催
要

項
等
を
送
付
済
み
で
あ
る
。

申
込
締
切
は
４
月
22
日

（
金
）。
開
催
要
項
は
教
育

同
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る（「
教

職
員
の
方
」
→
「
同
盟
事
務

局
」
→
「
総
会
」）。
多
く
の

参
加
を
い
た
だ
き
た
い
。

（
会
場
校
紹
介
）

横
浜
共
立
学
園

　
１
８
７
１
（
明
治
４
）

年
、
米
国
婦
人
一
致
外
国
伝

道
協
会
か
ら
派
遣
さ
れ
た
３

人
の
女
性
宣
教
師
、
プ
ラ
イ

ン
、
ク
ロ
ス
ビ
ー
、
ピ
ア
ソ

ン
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
ア

メ
リ
カ
ン
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

ホ
ー
ム
を
起
源
と
す
る
。

　
女
性
宣
教
師
た
ち
は
、
当

時
、
人
々
に
か
え
り
み
ら
れ

る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
女
子

の
能
力
を
高
く
評
価
し
、
全

力
を
尽
く
し
て
教
育
に
あ
た

っ
た
。
学
園
の
教
育
の
根
底

に
あ
る
も
の
、
そ
れ
は
「
ひ

と
り
の
人
間
を
無
条
件
に
尊

重
し
愛
す
る
」
と
い
う
キ
リ

ス
ト
教
精
神
で
あ
る
。

　
１
８
７
２
年
現
在
地
山
手

２
１
２
に
移
転
し
日
本
婦
女

英
学
校
、
１
８
７
５
年
共
立

女
学
校
と
な
り
、
戦
後
、
横

浜
共
立
学
園
中
学
校
・
高
等

学
校
と
な
り
現
在
に
至
っ
て

い
る
。

　
「
主
を
畏
れ
る
こ
と
は
知

恵
の
は
じ
め
」（
箴
言
１
章

７
節
）、「
心
を
尽
く
し
、
精

神
を
尽
く
し
、
力
を
尽
く

し
、
思
い
を
尽
く
し
て
、
あ

な
た
の
神
で
あ
る
主
を
愛
し

な
さ
い
、
ま
た
、
隣
人
を
自

分
の
よ
う
に
愛
し
な
さ
い
」

（
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
10
章

27
節
）
と
い
う
聖
書
の
言
葉

を
根
幹
に
据
え
、
キ
リ
ス
ト

教
に
基
づ
く
価
値
観
を
基
本

に
し
て
い
る
。

　
一
人
ひ
と
り
が
神
に
愛
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
受
け
と

め
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
豊
か

な
人
間
性
を
備
え
、
隣
人
に

仕
え
、
世
界
の
平
和
の
た
め

に
貢
献
す
る
女
性
の
育
成
を

目
指
し
て
い
る
。

　
２
０
２
１
年
創
立
１
５
０

周
年
を
迎
え
た
。
２
０
１
８

年
１
５
０
周
年
記
念
南
校
舎

（
新
校
舎
）
竣
工
。
２
０
１

９
年
本
校
舎
（
１
９
３
１
年

建
築
、
88
年
横
浜
市
有
形
文

化
財
第
１
号
）
の
保
全
完

了
。
２
０
２
１
年
西
校
舎
竣

工
。

●�

グ
レ
ン
ジ
ャ
ー
先
生

セ
ブ
ン
ス
デ
ー
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ス
ト

教
会
と
教
育
伝
道

三
育
学
院

　
１
８
９
４
年
の
初
夏
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
の
ヒ
ル
ズ
バ
ー
グ
カ
レ
ッ
ジ
の
グ

レ
ン
ジ
ャ
ー
（W. C. Grainger

）

校
長
は
、
一
人
の
青
年
大
河
平
輝
彦
の

訴
え
に
呼
応
し
、
日
本
宣
教
に
赴
く
決

心
を
さ
れ
た
。
当
時
は
日
清
戦
争
の
時

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
で
先
ず
和
英
学
校
を
開
い
て
日
本

宣
教
の
準
備
に
努
め
た
。
そ
し
て
１
８

９
６
年
11
月
、
大
河
平
輝
彦
を
伴
っ
て

来
日
、
最
初
は
麻
布
区
西
町
で
小
さ
な

和
英
聖
書
教
室
を
、
１
８
９
７
年
秋
か

ら
は
芝
公
園
五
号
地
に
移
っ
て
翌
１
８

９
８
年
１
月
に
「
芝
和
英
聖
書
学
校
」

を
開
い
た
。
翌
年
に
は
本
郷
に
も
語
学

教
室
を
開
き
、
聖
書
だ
け
を
教
材
と
し

て
青
年
層
へ
の
宣
教
を
積
極
的
に
行
っ

た
。
１
８
９
９
年
６
月
に
陸
奥
条
約
に

よ
っ
て
外
国
人
の
事
業
が
自
由
に
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
契
機
に
、
翌

７
月
か
ら
末
世
之
福
音
社
を
設
立
し
て

の
出
版
、
芝
和
英
聖
書
学
校
、
本
郷
和

英
聖
書
学
校
、
川
崎
診
療
所
、
ケ
ロ
ッ

グ
の
衛
生
食
品
の
販
売
も
開
始
し
た
。

　
グ
レ
ン
ジ
ャ
ー
先
生
は
開
校
当
初
よ

り
女
子
教
育
に
も
力
を
入
れ
、
朝
夕
は

英
語
聖
書
部
の
形
で
男
子
対
象
の
語
学

教
室
を
開
き
、
昼
間
は
女
子
対
象
に
語

学
、
手
芸
等
を
教
え
た
。
先
生
は
無
理

が
た
た
っ
て
、
残
念
な
が
ら
来
日
３
年

後
の
10
月
末
日
に
55
歳
の
生
涯
を
終

え
、
青
山
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
た
。

　
芝
和
英
聖
書
学
校
は
発
展
し
、
戦
前

に
あ
っ
て
は
日
本
三
育
学
院
（
千
葉
）

と
日
本
三
育
女
学
院
（
荻
窪
）、
東
京

衛
生
病
院
と
東
京
衛
生
病
院
看
護
婦
学

校
、
そ
し
て
現
在
、
幼
稚
園
か
ら
看
護

大
学
院
ま
で
を
擁
す
る
三
育
学
院
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

 

尾
上
史
郎

〈
三
育
学
院
常
務
理
事
、
三
育
学
院
中

学
校
校
長
〉

グ
レ
ン
ジ
ャ
ー

日
本
三
育
女
学
院
校
舎

第１１０回定時総会（オンライン併用）
６月３日（金）・４日（土）　横浜共立学園で開催

会場の横浜共立学園
左・本校舎（1931年）、右・南校舎（2018年）

（ぜひ会場にご出席を！）



（７52号） （月刊）キ リ ス ト 教 学 校 教 育（3） （第三種郵便物認可） 2０22年4月１5日（金）

一
般
社
団
法
人
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟

「�

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る�

教
員
免
許
状
更
新
講
習
」に
つ
い
て

・
22
年
度
申
込
受
付
＝
２
月
16
日
〜

・
受
講
開
始
＝
４
月
18
日

※
現
時
点
で
は
終
了
期
限
を

「
発
展
的
解
消
ま
で
」
と
し

ま
す
。

　

詳
細
は
教
育
同
盟
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り

ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
社
団
法
人
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟

２
０
２
２
年
度「
キ
リ
ス
ト
教
学
校

　

教
育
振
興
助
成
」の
募
集
に
つ
い
て

　

キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
を
推
進
す
る
研
修
・
研
究
等
へ

の
助
成
制
度
で
す
。
要
項
・
申
請
書
等
詳
細
は
教
育
同
盟

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
「
お
知
ら
せ
」）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

助
成
金
＝
総
額
６
０
０
万
円

助
成
先
選
考
日
程
（
予
定
）

　

４
月
４
日
（
月
）
募
集
開
始

　

６
月
11
日
（
土
）
締
め
切
り

　

７
月
５
日
（
火
）
助
成
先
発
表

　
１
月
15
日
（
土
）
に
西
南

学
院
小
学
校
で
第
64
回
小
学

校
代
表
者
研
修
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
た
め
に
1
年

延
期
と
な
り
、
実
施
に
あ
た

っ
て
は
感
染
防
止
対
策
と
し

て
会
場
参
加
と
オ
ン
ラ
イ
ン

参
加
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式

で
準
備
を
進
め
ま
し
た
。
当

初
は
会
場
参
加
と
オ
ン
ラ
イ

ン
参
加
が
半
々
で
し
た
が
、

直
前
に
な
っ
て
感
染
が
急
拡

大
し
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
オ

ン
ラ
イ
ン
で
参
加
す
る
こ
と

と
な
っ
た
た
め
、
残
念
な
が

ら
急
遽
時
間
を
短
縮
し
て
の

実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
、
今
回
の
テ
ー

マ
で
あ
る
「
キ
リ
ス
ト
教
学

校
に
つ
な
が
る
喜
び
―
キ
リ

ス
ト
教
教
育
と
現
実
的
課
題

―
」
を
受
け
て
、
青
山
学
院

横
浜
英
和
小
学
校
の
磯
貝
曉

成
校
長
と
、
西
南
学
院
小
学

校
の
宮
崎
が
、
そ
れ
ぞ
れ

「
小
学
校
と
中
学
高
等
学
校

と
の
一
貫
と
不
連
続
、
そ
の

対
応
」「
小
学
校
、
中
学
高

等
学
校
と
の
連
携
及
び
接
続

の
現
状
と
課
題
」
と
題
し
て

発
題
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
他
の
参
加
者
が
一
貫
教

育
や
学
校
間
の
接
続
に
関
し

て
自
校
の
現
状
や
課
題
を
報

告
し
ま
し
た
。
時
間
が
短
縮

さ
れ
た
た
め
、
発
題
に
対
す

主
題

キ
リ
ス
ト
教
学
校
に
つ
な
が
る

喜
び
︱
キ
リ
ス
ト
教
教
育
と�

現
実
的
課
題
︱�

る
質
疑
応
答
や
意
見
交
換
が

で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念

で
す
が
、
情
報
交
換
と
し
て

有
意
義
な
場
と
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
学
校
が
置
か
れ
た

状
況
に
よ
っ
て
、
現
状
と
課

題
も
違
っ
て
い
ま
す
が
、
多

く
の
学
校
に
共
通
し
て
い
る

こ
と
は
、
小
学
校
期
に
お
け

る
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
教
育

と
受
験
体
制
と
の
相
剋
の
克

服
、
言
い
換
え
る
な
ら
ば
理

想
と
現
実
と
の
折
り
合
い
を

ど
の
よ
う
に
つ
け
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と

感
じ
ま
し
た
。
人
格
形
成
期

で
あ
る
小
学
校
に
お
い
て

は
、
子
ど
も
た
ち
が
様
々
な

経
験
を
す
る
こ
と
や
自
分
が

興
味
や
関
心
を
抱
い
た
こ
と

を
探
求
す
る
こ
と
な
ど
が
大

切
で
あ
り
、
植
物
に
譬
え
る

な
ら
ば
「
土
を
耕
し
根
っ
こ

を
育
て
る
」
時
期
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
普
段
の
授
業
が

大
切
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
で
す
が
、
行
事
を

通
し
て
育
つ
も
の
も
多
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
キ
リ
ス

ト
教
を
土
台
と
し
た
独
自
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
作
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
推

薦
で
進
学
す
る
中
学
に
は
、

外
部
か
ら
、
進
学
塾
に
通
い

入
学
試
験
を
突
破
し
て
き
た

多
く
の
生
徒
が
入
学
し
て
く

る
と
い
う
学
校
も
多
く
あ

り
、
各
校
か
ら
の
報
告
で

会
場
の
西
南
学
院
小
学
校
よ
り
配
信

第第
6464
回
小
学
校
代
表
者
研
修
会

回
小
学
校
代
表
者
研
修
会
は
、
推
薦
で
進
学
し
た
子
ど

も
た
ち
が
、
宗
教
活
動
や
学

校
行
事
で
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ

て
活
躍
す
る
一
方
、
学
習
面

で
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
し

ま
う
子
ど
も
が
い
る
と
い
う

現
実
も
浮
か
び
上
が
っ
て
き

ま
し
た
。
今
回
は
、
現
状
の

報
告
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
後
の
研
修
で
こ
う

し
た
課
題
の
克
服
に
向
け
て

議
論
を
深
め
て
い
く
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。

�

宮
崎
隆
一

〈
前
西
南
学
院
小
学
校
校

長
〉

　
教
育
同
盟
の
事
業
の
一
つ

に
２
０
１
６
年
度
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
た
「
教
育
振
興
助

成
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育

を
広
く
振
興
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
、
キ
リ
ス
ト

教
学
校
教
育
の
充
実
発
展
を

図
る
た
め
の
諸
事
業
、
そ
こ

に
携
わ
る
教
育
関
係
者
の
資

質
向
上
の
た
め
の
諸
事
業
に

取
り
組
む
個
人
や
団
体
に
助

成
を
行
う
公
益
事
業
で
す
。

詳
し
い
募
集
要
項
は
同
盟
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し

　
広
報
委
員
会
か
ら
、
新
年

度
が
始
ま
る
に
あ
た
り
、
新

任
教
職
員
の
方
々
に
「
キ
リ

ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟
」
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

▽
宮
城
学
院
女
子
大
学

公
　
募

▼
学
芸
学
部
日
本
文
学
科

職�

種
＝
日
本
文
学
（
近
代
文

学
）　
准
教
授
１
名

採
用
予
定
日
＝
10
月
１
日

応
募
締
切
＝
４
月
22
日

問
合
せ
＝
☎022-279-4698

▽
東
北
学
院
大
学

▼
文
学
部
総
合
人
文
学
科

職�

種
＝
キ
リ
ス
ト
教
学
他　

教
授
、
准
教
授
、
講
師
又

は
助
教
１
名

採�

用
予
定
日
＝
23
年
４
月
１

日
応
募
締
切
＝
４
月
30
日

問
合
せ
＝kawashima@

　
　

mail.tohoku-

　
　

gakuin.ac.jp

▼
法
学
部
法
律
学
科

職�

種
＝
西
洋
法
制
史
他　
教

授
、
准
教
授
又
は
講
師
１

名
採�

用
予
定
日
＝
23
年
４
月
１

日
応
募
締
切
＝
５
月
31
日

問
合
せ
＝endo191@

　
　

mail.tohoku-

　
　

gakuin.ac.jp

▽
神
戸
女
学
院
大
学

▼
文
学
部
総
合
文
化
学
科

職�

種
＝
①
美
学
・
芸
術
学
分

野　
教
授
、
准
教
授
又
は

専
任
講
師
１
名
②
社
会
福

祉
学　
教
授
又
は
准
教
授

１
名

採�

用
予
定
日
＝
23
年
４
月
１

日
応
募
締
切
＝
５
月
30
日

問
合
せ
＝
☎0798-51-8549

▼
文
学
部
英
文
学
科

職�

種
＝
国
際
経
済
、
国
際
ビ

ジ
ネ
ス　
教
授
、
准
教

授
、
専
任
講
師
又
は
特
任

教
授
１
名

採�

用
予
定
日
＝
23
年
４
月
１

日
応
募
締
切
＝
５
月
31
日

問
合
せ
＝
☎0798-51-8548

▽
活
水
女
子
大
学

▼
看
護
学
部
看
護
学
科

職�

種
＝
①
公
衆
衛
生
看
護
学

教
授
、
准
教
授
、
講
師
又

は
助
教
１
名
②
母
性
看
護

学　
教
授
、
准
教
授
又
は

講
師
１
名
③
成
人
看
護
学

准
教
授
、
講
師
又
は
助
教

１
名
④
基
礎
看
護
学　
准

教
授
又
は
講
師
１
名
⑤
在

宅
看
護
学　
教
授
、
准
教

授
又
は
講
師
１
名

採
用
予
定
日
＝
９
月
１
日

応
募
締
切
＝
６
月
30
日

問
合
せ
＝
☎0957-27-3005

▽
東
洋
英
和
女
学
院
中
学
部

・
高
等
部

職�

種
＝
英
語
科
専
任
教
諭
１

名
採�

用
予
定
日
＝
23
年
４
月
１

日
応
募
締
切
＝
５
月
16
日

問
合
せ
＝
☎03-3583-0696

▽
青
山
学
院
中
等
部

職�

種
＝
理
科
授
業
補
佐
パ
ー

ト
タ
イ
ム
職
員
１
～
２
名

採
用
予
定
日
＝
６
月
１
日

応
募
締
切
＝
４
月
20
日

問
合
せ
＝
☎03-3407-7463

加
盟
校
動
静

鎮
西
学
院

　
栗
林
英
雄
氏
が
１
月
31
日

付
け
で
理
事
長
を
退
任
、
２

月
１
日
付
け
で
重
松
史
郎
氏

が
後
任
に
就
任
。

活
水
学
院

　
深
澤
奨
氏
が
１
月
31
日
付

け
で
理
事
長
を
退
任
、
２
月

１
日
付
け
で
湯
口
隆
司
氏
が

後
任
に
就
任（
院
長
兼
務
）。

２
０
２
２
年
度�

キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
職
員�

就
職
支
援
登
録
に
つ
い
て

　
教
育
同
盟
で
は
、
キ
リ
ス

ト
教
学
校
で
働
く
こ
と
に
使

命
を
感
じ
て
就
職
を
希
望
す

る
方
の
た
め
に
「
２
０
２
２

年
度
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
職

員
支
援
の
登
録
」
の
受
付
を

始
め
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
教
職
員
を
目
指

す
方
へ
」
→
「
教
職
員
就
職

支
援
登
録
に
つ
い
て
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

新任教職員のみなさんへ

キリスト教学校教育同盟とは？

ま
す
。

　
２
０
２
２
年
度
の
助
成
予

算
は
上
限
で
６
０
０
万
円
と

い
た
し
ま
す
。

　
助
成
対
象
の
分
野
は
、

（
１
）
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教

育
の
研
究
集
会
・
研
修
会
・

連
絡
会
議
出
席
助
成
（
法
人

・
学
校
を
通
し
て
の
助
成
申

請
）

（
２
）
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教

育
の
調
査
研
究
助
成�

（
３
）
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教

育
の
研
究
集
会
・
研
修
会
・

講
演
会
開
催
助
成�

（
４
）
そ
の
他
キ
リ
ス
ト
教

学
校
教
育
の
振
興
助
成

と
し
て
い
ま
す
。

　
支
給
対
象
は
、
個
人
な
い

し
は
団
体
（
グ
ル
ー
プ
）、

法
人
団
体
で
す
。

　
助
成
金
の
使
途
は
、
研
究

・
調
査
費
、
研
究
集
会
等
参

加
費
・
交
通
費
・
宿
泊
費
、

研
究
集
会
・
講
演
会
等
実
施

に
必
要
な
運
営
費
・
消
耗
品

費
・
謝
金
、
印
刷
製
本
費
等

に
充
て
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
選
考
に
あ
た
っ
て
の
主
な

基
準
は
、
①
研
鑚
領
域
が
加

盟
校
全
体
に
還
元
さ
れ
る
も

の
、
②
小
規
模
校
で
研
究
費

等
に
苦
慮
し
て
い
る
、
あ
る

い
は
研
修
会
参
加
費
の
負
担

で
苦
慮
し
て
い
る
、
な
ど
を

優
先
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
度
、
２
０
２

１
年
度
は
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

に
よ
る
研
修
会
な
ど
の
中
止

や
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
応
募

が
極
め
て
少
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
今
年
度
は
ぜ
ひ
多
く

の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

�

坂
田
雅
雄

〈
横
浜
共
立
学
園
理
事
長
、

教
育
同
盟
助
成
選
考
委
員

長
〉

　
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か

け
て
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
が

次
々
に
創
立
し
、
日
本
の
教

育
の
重
要
な
柱
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
１
８
９
９

（
明
治
32
）
年
に
発
令
さ
れ

た
文
部
省
訓
令
第
12
号
は
、

学
校
に
お
け
る
宗
教
教
育
を

禁
じ
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
は

存
立
を
脅
か
さ
れ
る
状
況
と

な
り
ま
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教

教
育
を
続
け
る
場
合
は
、

「
各
種
学
校
」
扱
い
と
な

り
、
上
級
学
校
へ
の
進
学
や

徴
兵
猶
予
の
特
権
を
失
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
情

況
に
対
し
て
、
１
９
１
０
年

キ
リ
ス
ト
教
男
子
学
校
10
数

校
が
「
基
督
教
教
育
同
盟

会
」
を
組
織
し
、
13
年
に

は
、
20
数
校
の
女
子
校
が

「
女
子
基
督
教
教
育
会
」
を

組
織
し
、
22
年
、
こ
の
２
つ

の
会
が
合
同
し
て
「
基
督
教

教
育
同
盟
会
」
と
な
り
ま
し

た
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
設
立
し

た
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同

盟
は
、
全
国
の
キ
リ
ス
ト
教

学
校
が
情
報
交
換
や
協
力
関

係
を
結
び
、
互
い
に
キ
リ
ス

ト
教
教
育
の
向
上
を
目
指

し
、
加
盟
校
に
共
通
す
る
問

題
を
共
有
す
る
（
教
職
員
の

研
修
）
こ
と
を
目
的
に
置
く

組
織
と
し
て
、
２
０
２
０
年

に
１
１
０
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。　
　

　
２
０
１
４
年
10
月
15
日
付

け
で
、
こ
れ
ま
で
の
任
意
団

体
か
ら
、
そ
の
使
命
と
責
任

を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に

「
一
般
社
団
法
人
キ
リ
ス
ト

教
学
校
教
育
同
盟
」
に
移
行

し
、
さ
ら
に
２
０
１
５
年
６

月
12
・
13
日
に
聖
隷
学
園
で

開
催
さ
れ
た
第
１
０
３
回
定

時
総
会
に
お
い
て
、
一
般
社

団
法
人
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教

育
同
盟
と
一
般
財
団
法
人
キ

リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟
維

持
財
団
が
合
併
し
、
新
た
に

「
一
般
社
団
法
人
キ
リ
ス
ト

教
学
校
教
育
同
盟
」
と
し
て

出
発
し
ま
し
た
。

加
盟
校
＝
１
０
２
学
校
法
人

（
２
０
２
２
年
４
月
現
在
。

児
童
学
生
生
徒
数
約
34
万

２
千
人
、
教
職
員
数
約
４
万

人
）（
１
面
地
図
参
照
）

決
議
機
関
＝
定
時
総
会
（
例

年
１
回
６
月
開
催
）
お
よ
び

理
事
会

地
区
協
議
会
＝
東
北
・
北
海

道
地
区
、
関
東
地
区
、
関
西

地
区
、
西
南
地
区
。
地
区
協

議
会
は
各
地
区
代
表
理
事
の

も
と
、
地
区
協
議
会
総
会
を

開
催

主
な
全
国
的
活
動

①
定
時
総
会
（
６
月
開
催
）

②
学
校
代
表
者
協
議
会
（
11

月
開
催
）

③
教
育
研
究
委
員
会
（
大
学

部
会
、
中
高
部
会
、
小
学
部

会
、
聖
書
科
部
会
、
事
務
職

員
部
会
、
教
職
員
後
継
者
養

成
部
会
）

④
広
報
委
員
会
―
同
盟
機
関

紙
「
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教

育
」
発
行
（
年
10
回
）、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
管
理

⑤
新
規
継
続
事
業
―
全
国
災

害
支
援
連
絡
会
議
、
教
育
者

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
ｅ
ラ

ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
教
員
免
許

状
更
新
講
習
、
学
内
教
職
員

研
修
会
講
師
派
遣
制
度
、
中

小
規
模
学
校
法
人
の
連
携
協

力
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
教

育
同
盟
史
資
料
整
理
、
デ
ジ

タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
運
用
検
討

Ｗ
Ｇ

⑥
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
振

興
助
成

⑦
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
懇

談
会
（
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
学

校
連
合
会
と
共
同
で
講
演
会

等
を
開
催
）

⑧
教
職
員
就
職
支
援

　
な
お
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校

教
育
同
盟
に
つ
い
て
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
説
明
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
是
非
ア
ク
セ

ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い（「
本

同
盟
に
つ
い
て
」「
加
盟
校

紹
介
」「
教
職
員
の
方
」
の

ペ
ー
ジ
）。

２０２２年度キリスト教学校
教育振興助成について
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「
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
セ
ン

タ
ー
」
お
よ
び
「
山
手
１
２

０
番
記
念
館
」
が
竣
工
し
、

１
月
22
日
に
献
堂
式
を
執
り

行
い
ま
し
た
。

　
建
設
は
、
本
学
院
の
発
展

に
伴
い
生
徒
の
自
主
活
動
推

進
の
た
め
に
計
画
さ
れ
た
も

の
で
す
。
生
徒
会
室
、
多
目

的
集
会
室
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
、
ま
た
各
種
ク
ラ
ブ

の
部
室
棟
等
を
中
庭
（「
ハ

イ
ン
ズ
コ
ー
ト
」）
を
中
心

と
し
て
配
置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
こ
れ
ま
で
校
舎
内
に

設
置
さ
れ
て
い
た
児
童
の
ア

フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
・
ル
ー
ム

を
別
棟
と
し
て
建
設
し
、
こ

れ
か
ら
は
幼
小
中
高
一
貫
の

流
れ
と
し
て
ア
フ
タ
ー
ス
ク

ー
ル
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
、

会
議
室
な
ど
と
児
童
・
生
徒

の
た
め
に
多
角
的
に
使
用
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　
横
浜
英
和
学
院
が
山
手
の

丘
に
創
立
さ
れ
た
１
８
８
０

年
頃
、
丘
に
は
様
々
な
洋
館

が
建
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

こ
ろ
の
様
子
は
、
有
島
武
郎

著
『
一
房
の
葡
萄
』
に
描
か

れ
て
い
ま
す
。
透
き
通
る
よ

う
な
海
の
藍
色
は
持
っ
て
い

る
絵
の
具
で
は
ど
う
し
て
も

う
ま
く
出
せ
ま
せ
ん
、
と
語

る
有
島
は
、
本
学
院
小
学
校

に
学
ん
で
い
ま
し
た
。
横
浜

山
手
さ
ら
に
神
戸
の
異
人
館

の
板
壁
に
古
色
が
残
る
と
聞

き
何
度
か
訪
れ
て
み
ま
し

た
。
現
在
の
英
和
女
学
院
本

館
の
緑
系
の
タ
イ
ル
壁
、
そ

し
て
体
育
館
・
校
舎
の
緑
青

の
銅
板
屋
根
。
海
の
群
青
色

を
遥
か
に
思
い
、
木
々
の
緑

に
囲
ま
れ
た
草
創
期
の
学
び

舎
「
山
手
１
２
０
番
館
」
の

様
式
を
模
し
て
建
て
ら
れ
た

の
が
、
竣
工
な
っ
た
ア
フ
タ

ー
ス
ク
ー
ル
「
山
手
１
２
０

番
記
念
館
」
で
す
。
そ
の
色

合
い
は
「
オ
リ
ー
ブ
」
と
名

付
け
ら
れ
た
「
ス
チ
ュ
ー
デ

ン
ト
セ
ン
タ
ー
」
に
も
生
か

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
旧
約
聖
書
に
記
さ
れ
た
ノ

ア
の
箱
舟
に
、
新
し
い
陸
地

の
存
在
を
知
ら
せ
た
オ
リ
ー

ブ
の
枝
、
そ
の
こ
と
を
思
い

名
付
け
ら
れ
た
「
オ
リ
ー

ブ
」、
定
礎
石
の
嵌
め
込
ま

れ
た
ス
ロ
ー
プ
横
に
オ
リ
ー

ブ
の
古
木
が
植
栽
さ
れ
ま
し

た
。

　
生
徒
た
ち
の
自
主
活
動
の

た
め
の
独
立
し
た
エ
リ
ア
と

し
て
建
設
さ
れ
た
こ
と
は
意

義
深
い
こ
と
と
考
え
て
い
ま

す
。�

磯
貝
曉
成

〈
横
浜
英
和
学
院
学
院
長
〉

＜行事予定＞
※現時点で9月までの決定分のみ掲載しています。
オンライン併用、オンラインのみの場合もあります。
６／３～4　第110回定時総会
� （横浜共立学園、オンライン併用）
　　18　　　第67回東日本小学校教職員協議会
　　　� （青山学院大学系属浦和ルーテル学院小学校）
７／23　　　第66回事務職員夏期学校� （オンライン）
８／2～4　第9回中堅教員リトリート
� （同志社びわこリトリートセンター）
　　８～9　第７回全国災害支援連絡会議
　　　　　　　　　　　（宮城県仙台市、石巻市、南三陸町）
　　16～18　第2回教員リフレッシュ研修
　　� 　　　　　　　　　　　　　　　（奈良県洞川温泉）
　　22～23　第12回中堅事務職員リトリート
　　　　� 　　　　（同志社びわこリトリートセンター）
　　26　　　第9回大学新任教員研修会� （オンライン）
　　29～30　第８回全国事務局長・事務長会議
　　　　　　　� 　　　　　　　　　（東北学院大学）
9／３　�第2回経営懇話会（中小規模学校法人の連携協力検

討プロジェクト）（オンライン）
　　9　第2回キリスト教活動担当事務職員研修会
　　　　　　　　　　　　　　　　� 　　　（オンライン）
　　10　教研部会等委員長会議
　　　　　　　　　　（教育同盟事務局またはオンライン）
　　24　本部・地区事務局会議
　　　　　　　　　� （教育同盟事務局またはオンライン）

―キリスト教の理解を深めるために―

キリスト教Ｑ＆Ａキリスト教Ｑ＆Ａ

キリスト教（聖書）と
道徳は同じものですか？

Ａ：�キリスト教（聖書）の教えは、道徳的なもの
を含みますが、道徳以上のものがあります。

　通常の学校は、どこでも国が定めた教育基本法
に基づく「学校教育法」の「学習指導要領」に従
って教育が行われています。その中で、2015年に
その一部が改訂され、小学校では2018年度から、
中学校では2019年度から「特別な教科　道徳」が
設けられて道徳教育が行われています。高等学校
では、「公民」や「倫理」、「ホームルーム活動」
や「総合的探究の時間」などを含めて高等学校の
全教育活動を通じて道徳教育が行われるように、
という指針が出されています。
　しかし、私立学校では「宗教をもって道徳に代
えることができる」ということで、「特別な教科
　道徳」の代わりに「宗教」とか「聖書」という
科目でそれが実行できるようになっています。そ
れで、多くのミッションスクールでは「道徳」の
代わりに「宗教」とか「聖書」、あるいは「キリ
スト教」という科目で教えられていることと思い
ます。
　キリスト教は、「一人一人の命は神様から与え
られたかけがえのない大切なもの」であるとか
「隣人を愛しなさい」、「すべてのことに感謝しな
さい」などの教えで、現代の一般的な道徳の基本

である「ヒューマニズム」の根幹の一つになって
いますから、「道徳」の代わりに「聖書」が教え
られることに違和感を覚えられる方は少ないだろ
うと思います。特に、日本のキリスト教は「道徳
的な教え」として理解されてきた歴史的経緯もあ
ります。また、伝統的な宗教は、そのようなもの
として日本の中で定着してきました。
　しかしその際、宗教（聖書）と道徳の明白な違
いもあることを深く認識しておく必要がありま
す。道徳は「善」を求めますが、宗教は「聖」を
前提にしています。そして、「善」は「聖」を根
源として発露されたものですから、当然、「聖」
は「善」を凌駕しています。「善」は、時代や社
会状況、あるいは共同体の形態によって異なり、
「良いこととは何か」がその時々で変わっていき
ますが、「聖」は常に人間を超えたものである限
り不変です。
　ですから、道徳の代用として聖書が教えられる
とき、もちろん、それでいいのですが、聖書は、
単なる道徳ではなく、それを超えたはるかな事柄
への道を開いているものであることが認識される
必要があるのです。そして、その道は深くゆっく
りと人間を自由にする道であることを認識してお
く必要があるだろうと思っています。

小
こ

副
そえ

川
がわ

幸孝

（　九州学院　）チャプレン

竣 工

横
浜
英
和
学
院

ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
・
オ
リ
ー
ブ

ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
・
オ
リ
ー
ブ

ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
・
山
手

ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
・
山
手
120120
番
記
念
館

番
記
念
館

集
会
室
棟
外
観
　

ホ
ー
ル
内
　

ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
棟
外
観
　

●�

弘前女学校（弘前学院大学前身）
ミス・G・ボーカス校長
「子守学校」始める

　
１
８
９
１（
明
治
24
）年

米
婦
人
宣
教
師
の
ミ
ス・

Ｇ・ボ
ー
カ
ス
は
、開
校
間

も
な
い
弘
前
女
学
校
（
現

在
の
弘
前
学
院
大
学
の
前

身
）
の
校
長
と
し
て
来
弘

し
た
。
彼
女
は
28
年
ま
で

こ
の
学
校
の
整
備
に
あ
た

っ
た
ほ
か
、
地
域
の
伝
道

に
も
協
力
し
た
。
彼
女
が

弘
前
に
来
て
ま
ず
目
に
つ

い
た
の
は
、
商
家
に
雇
わ

れ
て
そ
こ
の
赤
児
を
背
負

っ
て
街
頭
で
遊
ん
で
い
る

子
守
た
ち
の
姿
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
学
校
に
あ

が
れ
な
い
少
女
た
ち
で
、

「
あ
だ
こ
」と
呼
ば
れ
た
。

ボ
ー
カ
ス
校
長
は
、
こ
の

少
女
た
ち
を
集
め
て「
子

守
学
校
」を
始
め
る
こ
と

に
し
た
。
校
長
の
教
え
子

第
一
号
で
医
師
と
な
っ
た

中
村
の
ぶ
を
教
師
と
す
る

子
守
学
校
が
彼
女
の
自
宅

で
ま
ず
開
か
れ
、
商
家
の

多
い
市
中
の
あ
ち
こ
ち
の

町
に
も
及
ん
で
い
っ
た
。

　
中
村
医
師
宅
の
子
守
学

校
に
つ
い
て
、
ボ
ー
カ
ス

は
ま
た
次
の
よ
う
に
い

う
。
子
守
た
ち
は
背
負
っ

て
い
る
赤
児
を
下
ろ
し
、

こ
れ
を
遊
ば
せ
、
あ
や
し

な
が
ら
読
み
書
き
や
歌
を

教
わ
る
。
歌
の
時
間
は
赤

児
た
ち
も
喜
ん
で
聞
く
よ

う
だ
。
そ
の
面
倒
を
み
る

教
師
は
、
時
に
は
む
ず
か

る
赤
児
を
自
分
で
背
負
っ

て
教
え
る
こ
と
も
あ
る
。

授
業
料
な
し
で
、
教
材
や

文
房
具
ま
で
与
え
た
ら
し

い
。
授
業
は
大
体
午
前
中

で
終
わ
っ
た
ら
し
い
が
、

午
後
に
も
や
っ
て
く
る
者

が
い
る
。
日
曜
日
に
は
こ

の
子
守
学
校
が
、
子
守
た

ち
の
ほ
か
に
一
般
の
子
供

た
ち
も
集
ま
る
日
曜
学
校

に
変
わ
る
。
こ
こ
の
教
師

に
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て

休
日
と
い
う
も
の
が
な

い
。
教
師
た
ち
は
僅
少
な

が
ら
俸
給
も
与
え
ら
れ
、

諸
経
費
の
す
べ
て
が
ボ
ー

カ
ス
の
持
つ
伝
道
資
金
か

ら
支
出
さ
れ
た
。
こ
の
よ

う
な
子
守
学
校
は
や
が
て

米
婦
人
宣
教
師
の
手
を
離

れ
て
、
弘
前
教
会
の
婦
人

伝
道
師
に
よ
っ
て
よ
り
内

容
の
充
実
し
た
も
の
に
な

っ
た
。�

楊ヤ
ン

尚サ
ン

眞ジ
ン

〈
弘
前
学
院
大
学
宗
教
主

任
〉

　
春
の
季
語
「
山
笑
う
」
に

は
一
斉
の
芽
吹
き
と
開
花
、

明
る
い
生
命
力
の
喜
び
を
感

じ
ま
す
。
早
稲
田
の
街
に
は

満
開
の
桜
の
前
で
記
念
写
真

に
納
ま
る
新
入
生
と
そ
の
家

族
の
笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

　
し
か
し
、
新
年
度
出
発
の

気
持
ち
は
冷
え
冷
え
し
て
い

ま
す
。
伝
え
ら
れ
る
武
力
侵

攻
、
コ
ロ
ナ
禍
、
災
害
。
ま

さ
か
と
い
う
こ
と
が
起
こ
る

時
代
で
す
。
子
ど
も
達
の
目

に
は
こ
の
時
代
が
ど
の
よ
う

に
映
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？
地
上
に
神
様
の
み
心
が

な
り
ま
す
よ
う
に
、
次
代
を

担
う
若
い
世
代
の
学
び
を
支

え
た
い
と
祈
る
思
い
で
す
。

冬
の
寒
さ
が
厳
し
い
年
ほ
ど

花
は
美
し
い
と
言
い
ま
す
。

イ
ー
ス
タ
ー
の
新
し
い
希
望

と
力
が
学
ぶ
者
の
内
に
み
な

ぎ
り
ま
す
よ
う
に
。

　
事
務
局
で
は
新
た
な
ス
タ

ッ
フ
が
加
わ
り
ま
し
た
。
小

林
早
季
子
さ
ん
で
す
。
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

�

事
務
局
長�

物　語物　語物　語物　語

キリスト教教育者キリスト教教育者キリスト教教育者キリスト教教育者


